
国語

１．分類ごとの平均正答率

  (１)国語Ａ：教科の内容

  (２）国語Ｂ：読み解く力に関する内容

２．今後の生活に活かすポイント　(正答率が低かった問題）

2 話の内容について、話す順序や例の示し方などの工夫に注意して聞くこと。 正答率：２９．４％

６～９ 正答率：１３．５％

14 正答率：４２．２％

20 正答率：４２．２％

22 正答率：３２．１％

23 正答率：１１．９％

24 正答率：２８．４％

25 正答率：４０．４％

26 正答率：３３．０％

27 正答率：３７．６％

江戸川区立鹿本中学校（２学年　生徒の学力向上を図るための調査）

場面ごとに、自分を登場人物に置き換えて、気持ちの変化や行動の理由を考えること。

小学校6年生までに学習した漢字を、音読みや訓読みに注意して正しく読めるようにすること。

文を書いたら、声を出して読み直してみて、おかしなところがないか確かめるようにすること。

・「解決する力」が東京都平均を１５．０ポイントも上回っている。
・「取り出す力」と「読み取る力」は東京都の平均を下回り、特に「取り出す力」が９．３ポイント低い。

・「関心・意欲・態度」が東京都よりも２．１ポイント上回っているが、
　江戸川区には３．９ポイント及ばない。
・その他の項目については東京都よりも下回っている。
　特に「言語」が１１．０ポイント下回っていることは深刻な課題。

「何を知るために」「何を読み取るために」という目的を明確にして文章を読むこと」。

読み取ったことをもとに、自分の考えをまとめ。分かりやすく伝えること。

文章から読み取ったことを整理して、内容をまとめること。

伝えたい事柄や事実を、根拠を明確に伝えること。

資料ら読み取ったことを整理しながら、自分の考えをまとめること。
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国語Ｂ  読み解く力に関する内容 
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28 伝えたいことが効果的に伝わるように、表現に工夫をして書くこと。 正答率：３４．９％

29 分かりやすい文章にするために、例や理由、自分の考えなどのまとまりを整理して書くこと。 正答率：２２．９％

30 正答率：２５．７％

正答率が５０％に満たないものを挙げた。

身近なことについて、疑問をもったり原因・理由を考えたりすること。


